
平成２７年度機能連携広域経営推進調査事業 成果報告書

新潟県 燕市
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１．圏域の概要

燕市及び弥彦村で形成する本圏域は、県のほぼ中央、新潟市と長岡市の中間に位置して

おり、圏域の人口は９万人弱、面積は１３６.１３㎢である。

圏域の西には、標高６３４ｍの弥彦山を中心に小高い丘陵が日本海に迫り、中央部には、

越後平野が広がり、南に信濃川から分かれる大河津分水路が流れ、南北には信濃川とその

分流である中ノ口川、西川に沿って平坦な地形が形成されている。

産業面では、広大な越後平野の地勢と恵まれた水利を生かした米づくりを中心とした農

業が盛んであるとともに、全国有数の地場産業のまちとして、生活用品から産業機械等に

至る金属加工産業をはじめとする高品質で魅力ある製品を数々生み出しているものづくり

の地域としても有名である。

また、良寛ゆかりの地である国上山、日本さくら名所１００選にも選ばれた大河津分水、

万葉の昔から“おやひこさま”の愛称で広く崇拝されている越後一の宮の彌彦神社、参拝

客を泊める宿場街として古くから栄える弥彦温泉などを有する歴史と自然が調和した圏域

である。

交通面では、北陸自動車道や上越新幹線といった高速交通機関や主要国道１１６号、２

８９号が整備されているほか、ＪＲ越後線、弥彦線が圏域を縦横に交差するなど交通の要

衝となっている。

圏域を構成する燕市と弥彦村は、これまでも消防・救急・ごみ処理施設の運営などで連

携した取り組みを進めてきており、通勤・通学、買い物、医療・福祉など日常生活の各分

野において、行政区域を越えた生活圏としての結びつきが強い地域である。

弥彦村

燕市
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２．事業の目的

両市村の工業分野での主力産業は「金属製品製造業」であり、その中でも、製品の品質

や付加価値を高める「金属研磨」は、重要な基盤技術の一つである。しかし、近年、高齢

化による廃業等で職人・技術者の減少が進んでおり、金属加工産地の分業体制が崩壊しか

ねない状況にある。

金属加工産地の持続的発展のためには、「金属研磨」の技術継承を確実に行うとともに、

廃業を補う以上の開業を促し、さらには、新たな分野への挑戦といった取り組みを行って

いく必要がある。

そういった背景のもと、本事業は、「金属研磨業」に関する人材の育成、新規開業の促進、

新分野への進出を図り、金属加工産地全体の活性化を目指すものである。

３．事業の概要

（１）人材の育成等

金属研磨の人材育成機関である「磨き屋一番館」※に『鏡面計』や『粗さ測定器』等を

導入し、指導員の“感覚”や“カン”により指導している内容を数値化（見える化）する

ことで、研修指導方法の充実を図る。

併せて、情報発信を積極的に行うことにより、「磨き屋一番館」への入校希望者の掘り起

こしを行い、圏域内の職人や技術者の増加を図る。

（２）新規開業の促進

分業体制が確立している当地において、金属研磨業は、小規模ではあるものの独立して

いる事業者も多い。こういった特徴を活かし、「磨き屋一番館」の研修生に対し、技術の習

得のみではなく、経営面などの基礎知識を習得する機会を設け、起業の促進を図る。

（３）新分野への進出

当地は、金属製の洋食器やハウスウェアなどの産地であり、金属研磨業もそれらの製品

に関わるものが多いが、将来を見据えた場合、新たな分野に進出することは不可欠である。

そのため、展示会への出展等により、金属研磨の技術力を発信するとともに、他分野の技

術動向を情報収集し、新たな分野への進出の足がかりを作る。

また、「金属研磨」を『ものづくり』の一工程にとどめることなく、「金属研磨体験」と

いう観光資源として捉え“磨き上げる”取り組みにも着手する。

具体的には、産業ツーリズムに取り組む先進事例の調査や、「磨き屋一番館」を紹介する

映像の製作を燕市及び弥彦村の観光協会とも連携しながら進め、定住自立圏構想に基づく

取り組みとの相乗効果を図るとともに、情報発信も行う。
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※「磨き屋一番館」

「金属加工産業の基盤技術である金属研磨業に携わる後継者育成、新規開業者の促進、

技術の高度化による産地産業の振興及び体験学習による金属研磨技術の普及を図る」

ことを目的に、平成１９年に燕市が設立、燕研磨振興協同組合が運営。

４．事業の取組体制

燕市が実施主体となり、ともに定住自立圏を形成している弥彦村、「磨き屋一番館」運営

業務を委託している燕研磨振興協同組合、地元金融機関である協栄信用組合とが連携。市

村域を超えた圏域において、産学金官民の幅広い関係者が連携し、「しごとの創生」に資す

る拠点等を構築することにより、人・モノ・金などの流れを生み出し圏域の活性化を図る

事業を、他の地域の参考となり得るモデル事業として国（総務省）との委託契約に基づき

実施した。

事業実施にあたっては、必要に応じ連絡会議を開催し、具体的な事業内容について協議

検討するとともに、進捗状況や成果を確認した。

関係者連絡会議

国
（
総
務
省
） 勉強会の実施開業支援

事業計画

研磨技術
研修の受委託

燕・弥彦地域定住自立圏

燕 市
●市内事業者の情報収集
●「磨き屋一番館」入校者の募集

入校希望者の掘り起こし
開業希望者への支援

弥彦村
●村内事業者の情報収集

開業希望者への支援

協栄信用組合

●「磨き屋一番館」での技術研修実施

●展示会への出展

鏡面計等を活用した
技術の見える化

技術の情報発信と
情報収集

●研修生に対する経営知識習得のための
勉強会の開催

研修生の開業促進
開業者へのフォローアップ

燕研磨振興協同組合

委託
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※人口：平成27年国勢調査

※面積：平成27年国土交通省国土地理院全国都道府県市区町村別面積調

５．今年度の取組事業について

（１）人材の育成等

①研修内容の見える化

研修内容の充実を図るため、以下に定める備品を購入し、「磨き屋一番館」に設置。

日常の技能研修指導に導入した。

圏域市町村 圏域人口（人） 圏域面積（㎢） 事業額

燕市 79,814 110.96

7,964千円弥彦村 8,212 25.17

合計 88,026 136.13

年 月

実施内容

平成27年 平成28年

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体スケジュール
8/19

契約締結

10/7

第1回関係者

連絡会議

3/23

第2回関係者

連絡会議

報告書作成

（１）

人材の

育成等

①鏡面計

などの

備品購入

仕様の決定

12/22

入札により

業者決定

2/29までに順次納品

備品を活用した研修の実施

②研修生の

募集

研修生募集

ﾁﾗｼ作成

9/12

地域

仕掛け人市

出展

12/9

Ｗｅｂ更改

業者決定

施設ﾊﾟﾝﾌ、

募集ﾁﾗｼ

追加作成

Ｗｅｂ更改

（２）

新規

開業の

促進

①研修生向け

の経営知識

習得勉強会の

実施

12/25

協栄信用組合

へ講師派遣

依頼

1/13

講師との

打合せ

3/3.10

研修生全員に

向けた

勉強会開催

（３）

新分野

への

進出

①技術系、

旅行関係

展示会への

出展

（情報発信と

情報収集）

9/25～27

ﾂｰﾘｽﾞﾑ EXPO

ｼﾞｬﾊﾟﾝ 2015

出展

1/27～28

彩の国

ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾘｰﾅ

出展

②磨き屋

一番館紹介

映像の作成

12/1

業者決定

本編および

短縮版納品

③先進事例

調査

2/23～24

富山県高岡市

視察

金属研磨

体験の実施
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○鏡面計

○表面粗さ計

○超音波厚さ計

種別 符号・名称 仕様・付属品・他 数量

鏡面計 アークハリマ㈱

AHS-100S

1台

種別 符号・名称 仕様・付属品・他 数量

表面粗さ計

㈱ミツトヨ

SJ-310

（標準駆動）

付属品：接続ケーブル・粗さ標準片・

ACアダプタ・電源コード・ノーズピー

ス（平面用・円筒用）・支持脚セット・

校正用台・タッチペン・保護シート・

記録紙・キャリングケース

1台

測定範囲 X軸：16.0mm

検出部範囲：360㎛（-200㎛～+160㎛）

測定速度 測定時：0.25mm/s,0.5mm/s,0.75mm/s

リターン時：1mm/s

カスタマイズ 表示、演算させたいパラメータを選択

可能

保存機能 内蔵メモリ：測定条件（10件）

電源 内蔵バッテリ（Ni-MH充電池）/ACアダ

プタ

外観寸法

（W×D×H）

演算表示部：275×109×198mm

駆動部：115×23×26.7mm

質量 約1.8kg

種別 符号・名称 仕様・付属品・他 数量

超音波厚さ計 GE センシング&インス

ペクション・テクノロ

ジーズ㈱

本体：CL5-DR

1台

測定範囲 0.13～500mm

測定単位・分解能 mm：0.001、0.01、0.1

音速 1000～19999ｍ/ｓ
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○ケーブル内視鏡

○USB接続マイクロスコープ

電源 単3型乾電池3本（アルカリ、ニッケ

ル水素電池）

またはリチウムイオンバッテリ

重量 420ｇ（バッテリ含む）

ケーブル C-604 1本

測定子 Alpha2DFR(CLF4) 標準ディレイ

周波数15MHz 接触面7.6mm

測定範囲0.18～25.4mm

1個

種別 符号・名称 仕様・付属品・他 数量

ケーブル

内視鏡

㈱佐藤商事

QV-MTC49721（φ4.9）

付属品：ケーブル、単三乾電池4個、

電池カバーの子ネジ、USBケーブル、

AVケーブル、SDカード4GB、キャリン

グケース、ハンドストラップ

1式

モニター 3.5インチTFTカラー液晶、強化ガラ

ス/約30万画素

表示解像度 320×240

保存 SDカード（最大32GB）

外部出力 NTSC、PAL、ミニUSB端子、AV出力端

子

電源 単三乾電池4個

駆動時間 約4時間

記録形式 静止画：AVI（640×480）

動画：JPEG（640×480）

種別 符号・名称 仕様・付属品・他 数量

USB 接続マイ

クロスコープ

マイクロ・スクェア㈱

DS-400C-1.4M

1台

カメラ 145万画素デジタルCCD

PC環境 OS Windows XP SP2,SP3 / Windows 2000

SP4 / windows7(32,64bit）

CPU Pentium2.0Ghz以上

メモリー 512MB以上
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レンズ 0.7～4.5ズーム

オプション

拡散ドーム照

明

IDD-KH80W 1式

USB接続マイクロスコープ
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②研修希望者の増加のための情報発信

ａ）Webへの掲載

金属研磨技術や施設・事業内容をわかりやすく紹介するため、磨き屋一番館の

既存のホームページを大幅に更改した。
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ｂ）入校案内パンフレットの作成

施設紹介リーフレット並びに研修生募集チラシを作成した。

施設紹介リーフレット
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研修生募集チラシ（表面）
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ｃ）情報発信

９月１２日（土）、ビックサイトTFTホールにおいて開催された、都市部で働

く若手UIJターン人材の大規模発掘イベントである「地域仕掛け人市」に出展。

作成したリーフレットおよびチラシを活用し、磨き屋一番館のPRおよび入校希

望者の掘り起こしを行った。

平成２７年９月１２日（土） 地域仕掛け人市
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（２）新規開業の促進

①研修生向けの経営知識習得勉強会の実施

地元金融機関である協栄信用組合との連携により、平成２８年３月３日（木）と

１０日（木）の２日間、午前１０時～１２時の２時間で、「磨き屋一番館」の技能研修

生９名を対象に、開業等に向けて必要な資金計画や金融経済の基礎知識などの習得を

目的とした講習会を開催した。

平成２８年３月３日（木） 「利益ってなんだろう？」

【当日の資料】
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平成２８年３月１０日（木） 「チームワークとコミュニケーションの大切さ」

【当日の資料】
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（３）新分野への進出

①技術系、旅行関係展示会への出展

金属研磨の技術力の発信と情報収集により、新たな分野への進出の足がかりを作る

ため、技術系展示会として、１月２７日（水）～２８日（木）にさいたまスーパーア

リーナで開催された「彩の国ビジネスアリーナ」に出展した。

平成２８年１月２７日（水）～２８日（木） 彩の国ビジネスアリーナ
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金属研磨体験を観光資源として磨き上げ、産業ツーリズムの拡充を図るため、旅行

関係展示会として、９月２５日（金）～２７日（日）に東京ビックサイトで開催され

た「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１５」に出展した。

平成２７年９月２５日（金）～２７日（日） ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１５
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②磨き屋一番館紹介映像の作成

燕市・弥彦村の紹介をはじめ、磨き屋一番館設立の経緯、金属研磨技術の紹介、施

設全体や事業内容（技能研修、開業支援、体験学習）の説明、指導員や研修生へのイ

ンタビューなどの内容を盛り込んだ紹介映像を作成した。
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③先進事例調査

２月２３日（火）～２４日（水）、燕市・弥彦村職員６名で、富山県高岡市への先進

地視察を行った。

平成２８年２月２３日（火）

高岡着 漆器くにもと

武蔵川工房

富山大学芸術文化学部卒業制作展
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モメンタムファクトリーオリイ

京田仏壇店

平成２８年２月２４日（水）

能作
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嶋モデリング

大寺幸八郎商店

６．成果のまとめ

（１）人材の育成等

①研修内容の見える化

鏡面計、表面粗さ計を活用することにより、これまで目視や感覚だけで判断してい

た研磨面の鏡面度や表面粗さの違いを数値化（見える化）することができ、技能の向

上度を数値で確認することができるようになった。また、超音波厚さ計、USB接続マ

イクロスコープを活用することにより、肉眼では判断しにくい部材の厚さや、形状に

より目視困難な筒状部品の内側の状況などを確認することができるようになり、作業

効率の向上に繋がった。

②研修希望者の増加のための情報発信

ａ）Webへの掲載

磨き屋一番館の既存のホームページを大幅に更改し、より多くの方から金属研
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磨技術に興味を持ってもらえるよう、金属研磨技術や施設・事業内容をわかりや

すく紹介する内容とした。また、これまで燕市のホームページにしか掲載してい

なかった技能研修生募集にかかる情報を、磨き屋一番館のホームページにも掲載

することで、金属研磨技術の紹介から技能研修生募集までを一連の流れとしてサ

イト内で見せることができるようになり、ターゲットへ効果的に情報を届けるこ

とができるようになった。

なお、スマートフォン等からもアクセスしやすいよう、レスポンシブルデザイ

ンを採用している。

ｂ）入校案内パンフレットの作成

施設紹介リーフレットならびに研修生募集チラシを作成し、磨き屋一番館を訪

れる視察者へ直接配布するとともに、UIJターン希望者向けのイベントや技術系、

旅行関係展示会などで配布した。

また磨き屋一番館は、毎年１０月に開催され、首都圏をはじめ県内外から約２

万人の来場者が集まる「燕三条工場の祭典」というオープンファクトリーイベン

トにも参加している。イベントにおいても本事業で作成したチラシを配布するこ

とができた。

金属研磨技術や施設・事業内容を効果的に紹介し、新たな入校希望者の掘り起

こしに繋げることができたと考えている。

ｃ）情報発信

都市部で働く若手UIJターン人材の大規模発掘イベントである「地域仕掛け人

市」に出展した。作成したリーフレットおよびチラシを活用し、圏域のPR、磨き

屋一番館の紹介ならびに入校希望者の掘り起こしを行った。

田舎暮らしをアピールする地方都市がほとんどの中、圏域の基幹産業である金

属加工産業の担い手を求める形での出展は、他の出展者との差別化を図ることが

でき、当ブースを訪れた数多くの来場者のうち、約５０人に直接説明することが

できた。

参加者：７５９人（社会人８４％、学生１６％）

出展者：５２ブース、４９地域

（２）新規開業の促進

①研修生向けの経営知識習得勉強会の実施

勉強会実施にあたっては、研修生は、日頃研磨機としか向き合っていないため、講

師と協議し、事例を交えたわかりやすい内容にするよう心がけた。

１回目は、「利益ってなんだろう？」と題し、利益の出る仕組みや損益構造について



- 33 -

の基礎的な講義を実施。また２回目は、「チームワーク、コミュニケーションの大切さ」

と題し、社会人として必要不可欠な組織論についての講義を実施した。研修生は熱心

にメモをとりながら講義を受けており、将来を考えるうえでの大きな刺激になったの

ではないかと考えている。

（３）新分野への進出

①技術系、旅行関係展示会への出展

技術系展示会「彩の国ビジネスアリーナ」では、磨き屋一番館で研磨しているオリ

ジナル製品を展示し、卓越した技術をもつ職人の指導を受けた研修生の腕を披露する

とともに、作成したリーフレットおよびチラシを活用し、磨き屋一番館のPRおよび入

校希望者の掘り起こしを行った。当日は研修生も交替でブースに立ち、来場者へ研磨

の技術を説明した。日頃エンドユーザーと接点のない研修生にとって、ユーザーの反

応や感想を直接聴くことができる貴重な機会にもなった。

旅行関係展示会「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０１５」では、燕市、弥彦村、燕

市観光協会、弥彦観光協会が共同で新潟県ブースに出展し、燕市の観光商品、弥彦温

泉のPRを行った。来場者との交流を通じ、燕・弥彦地域への観光客の誘致については、

従来の団体観光客をターゲットにした観光名所、旧跡、食事、土産物などを組み合わ

せた総合的な観光ルートの他に、工場見学や産業体験などジャンルを絞った観光ルー

トの企画とＰＲも必要であると感じた。金属研磨体験を観光資源としてさらに磨き上

げ、同圏域の産業ツーリズムの拡充を図っていきたい。

②磨き屋一番館紹介映像の作成

映像には、燕市・弥彦村の紹介をはじめ、磨き屋一番館設立の経緯、金属研磨技術

の紹介、施設全体や事業内容（技能研修、開業支援、体験学習）の説明、指導員や研

修生へのインタビューなどの内容を盛り込んだ。

作成した映像は、産業観光や行政視察等で施設を訪れる見学者に対し放映するとと

もに、展示会等において来場者向けに放映することで、市村域を超えた圏域における

金属加工産業の基盤技術である金属研磨技術の普及を図るための有効なツールとして

活用することができた。さらなる普及を図るため、近日中に映像をYoutubeへも投稿

する予定である。

③先進事例調査

高岡市はものづくりのまちであり、職人によって支えられている。市内企業は、元

気のあるところとそうでないところに大きく分かれているのが現状で、後継者不足が

大きな問題となっており、なくなってしまう技術もある。この点では燕市と類似して

いる。しかし大きく異なるのは、行政と民間の温度と、若者の活躍の２点であると感
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じた。

高岡市では毎年１０月、伝統産業に携わる工房を巡る「高岡クラフツーリスモ」が

開催されている。この取組は、銅器・漆器などの伝統工芸に従事する青年団体「高岡

伝統産業青年会」が中心となっている。彼らは職人であって、産業の振興自体が直接

の仕事ではない。伝統産業青年会のメンバーと情報交換をする中で、「クラフツーリズ

モをはじめとする伝統産業青年会の活動は、参加してくれた人全員を高岡市のファン

にすることを目的としている。そのためどんなに申し込みが多かったとしても45人の

定員を増やすつもりはない。そうしたイベントごとよりも普段の仕事を見てほしい。」

と語っていた。

また、彼らは富山大学芸術文化学部のサークル「クリエイ党」と共同で製品を作る

という活動も行っている。そのサークルの学生たちに実際に話を聞いてみたが、富山

県外出身の学生が多いながら、高岡のものづくりに深い敬意を抱いているのが伝わっ

てきた。

仕事現場を公開してものづくりの魅力を伝えるイベントは全国各地で行われている。

他のイベントとの差別化を図り、次につながる仕組みを構築していくためには、来場

者を楽しませるというイベント単体、単年といった短期的視点ではなく、日頃からの

コミュニティづくりをはじめとした、長期的な視点が重要であると感じた。

７．翌年度の成果指標

８．今後の取組に係る将来計画

今回導入した鏡面計等の備品は、磨き屋一番館に設置し、燕研磨振興協同組合による研

修生への技術指導の際に活用していく。また、作成した磨き屋一番館紹介映像やリニュー

アルしたホームページによる金属研磨技術の普及および入校希望者の掘り起しにも引き続

き取り組んでいく。

２回にわたり開催した経営知識習得勉強会は、これまで金属研磨技術しか学んでこなか

った磨き屋一番館の研修生が、社会に出た時に最低限必要となる経済知識や組織論などを

学ぶとても良い機会となった。この経験は、彼らのこれからの成長に大きく寄与するもの

指標 平成26年度実績 平成27年度実績 平成28年度目標

研修生数 8人 9人 10人

視察件数 266件 221件 270件

視察者数 2,672人 2,377人 2,500人

研磨体験件数 121件 132件 150件

研磨体験者数 1,300人 1,474人 1,500人
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と考えられる。当日の資料や映像は、今後新たに入校する研修生に対しても活用していき

たい。なお、本勉強会をコーディネートした地元金融機関である協栄信用組合は、新規創

業希望者を対象とした「創業講座」を来年度燕市と共催で実施する予定である。磨き屋一

番館の３年間の研修を終える卒業生に対しても同講座や創業支援に関する事業を周知し、

開業促進に努めていきたい。

産業観光の面では、旅行関係展示会出展や先進地視察で得た知見を踏まえると、磨き屋

一番館を拠点とし、他企業の工場見学や体験、自然豊かな観光資源などを組み合わせるな

ど、圏域全体のスケールメリットを活かすことで、「磨き」を魅力ある産業観光資源とする

ことができるであろうと類推する。しかし一方で、工場見学や体験学習には、十分な受け

入れ体制の整備が必要である。磨き屋一番館は、当初の設立趣旨が産業観光受入施設では

ないため、駐車場や応対人員の不足が大きな課題であると感じた。今年度の視察および体

験受入れ件数をみても、昨年度並みの数値であったことからしても、燕市、弥彦村、燕市

観光協会、弥彦観光協会、燕研磨振興協同組合のさらなる連携が必要不可欠である。

今後も、金属加工産業の基盤技術である金属研磨技術に対する「付加価値」を高め、新

たな担い手の確保や新たなビジネス展開等を目指し、産・学・官・金が連携し、後継者の

育成、新規開業者の促進、技術の高度化による産地産業の振興および体験学習による金属

研磨技術の普及を継続して実施し、成果指標達成を目指していく。

平成28年度

（１）

人材の

育成等

9月

地域仕掛け人市出展

（２）

新規

開業の

促進

6月

創業講座開催

3月

研修生向け

勉強会開催

（３）

新分野

への

進出

9/22～25

ﾂｰﾘｽﾞﾑ EXPO ｼﾞｬﾊﾟﾝ 2016

出展

1月

彩の国ﾋﾞｼﾞﾈｽｱﾘｰﾅ

出展

備品を活用した研修の実施

磨き屋一番館Webサイト運用

金属研磨体験の実施

磨き屋一番館紹介映像活用


